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特集 ＪＡ木曽　事業拠点再構築計画
　　 地区説明会の主なご意見とＪＡの考え方について

■営農情報だより…秋の水田管理について
■手軽に健康　手指体操…「指先たたき体操」で脳の血流アップ！
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ＪＡ木曽年金友の会マレットゴルフ大会
木祖支部の水本よう子さんが優勝

福島小３年生、ハクサイ畑で授業

農業とくらし、地域とともに歩み続けるため、「なくてはならないＪＡ」をめざして
木曽管内全支所で事業拠点再構築計画の地区別説明会を開催

　９月４日　第13回ＪＡ木曽年金友の会マ
レットゴルフ大会を南箕輪村の大芝高原マレッ
トゴルフ場で開催されました。各支部より65
名が参加し、プレーを通じて会員の健康増進と
互いの親睦を深めました。林立する松林の中に
ある36ホールのコースで熱戦を繰り広げ、木
祖支部の水本さんが優勝しました。成績上位４
名の入賞者は、10月に開かれる県ＪＡバンク
年金友の会マレットゴルフ大会への出場権を得
ました。その他結果は次の通りです。
▷準優勝＝青木和人さん（木祖）▷３位＝永瀬
司夫さん（同）▷４位＝原山孝行さん（同）。

　９月20日　木曽町の福島小学校３年生38人
は、開田高原の「御嶽はくさい」畑の見学やニ
ンジンの収穫を体験しました。地域の農業につ
いて学ぶ社会科授業の一環です。開田高原西野
の収穫目前のハクサイ畑で、ＪＡ開田支所の古
畑貴史支所長が開田高原の生産状況などを説明
しました。児童は「ハクサイを作っている面積
はどれくらいか」「ハクサイを作って一番楽し
いことは何か」などたくさんの質問をしまし
た。畑の見学後、ＪＡが栽培しているニンジン
の収穫を体験し、一人３本ずつ収穫しました。
ＪＡの開田予冷庫も見学し、取れたてのハクサ
イを試食しました。

林立する松林のコースでプレーする参加者林立する松林のコースでプレーする参加者

意見を述べる組合員と出席者（王滝）意見を述べる組合員と出席者（王滝）組合員からの質問に答える田屋組合長（南木曽）組合員からの質問に答える田屋組合長（南木曽）

ハクサイ畑で古畑支所長の話を熱心にメモを取る児童ハクサイ畑で古畑支所長の話を熱心にメモを取る児童

議や各支所運営委員会においても説明が行われ、
論点の整備や計画施行に向けた日程などを検討し
てから、今回の説明会となりました。
　質疑応答では、支所及び金融店舗並びに購買事
業店舗集約の必要性、職員削減の懸念、ＡＴＭ設
置等への意見・要望があがり、役職員は一つひと
つ真摯に受け止めながら回答を行いました。田屋
組合長は「組合員の負託に応えうるＪＡであり続
けるために、事業の効率化と合理化に取り組み、
財務の健全化と経営の安定を図って農業や農地を
守り、組合員を守り、地域を守っていきたい」と
話しました。

　ＪＡ木曽は８月26日から９月18日にかけて、
各地区の支所や集会所施設等において支所集約等
に関わる事前の地区別説明会を開催し、地域の組
合員や住民の皆さん、総勢で322人が出席しまし
た。
　地区別説明会では、今年５月の総代会で承認さ
れた令和元年度から始まる「３カ年計画」の重要
項目である『事業拠点再構築計画』について説明
を行いました。田屋万芳組合長をはじめ役員らが
全地区の会場に出向いて説明し、組合員から多く
の質問や意見が出されました。
　当計画の具体案については、先行して理事会協

詳細は４ｐからの
特集をご覧下さい。



皆様からの情報提供をお待ちしています。
ＪＡ木曽総務管理部 ☎０２６４－２２－２１２８

女性部だより
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サッカーチームが参加しました。開会式で主催者
である３ＪＡの各組合長がそれぞれ挨拶し、当Ｊ
Ａの田屋万芳組合長は「日頃の練習の成果と他
チームとの親睦を深め、思い出に残るスポーツ交
流大会として頑張ってほしい」と激励しました。
　試合終了後の閉会式で、各チームの健闘を称え
るエール交換を行い、懇親会では３ＪＡの職員た
ちが用意した地元野菜や牛肉などを使ったバーベ
キューや焼きそばなどを振る舞い、ビンゴゲーム
を楽しみながら交流を深めました。

　９月７日　姉妹提携を結ぶＪＡあいち知多とＪ
Ａながの、ＪＡ木曽の３ＪＡ主催の「姉妹ＪＡ少
年スポーツ交流大会」を王滝村の松原スポーツ公
園で開催しました。３ＪＡ管内から少年サッカー
と野球チームの10チームが参加し、選手、保護者、
大会運営スタッフなど総勢約320人が参加してス
ポーツ交流を行い、親睦を深めました。
　次世代を担う青少年のスポーツを通じた交流を
図り、青少年の健全育成の支援と３ＪＡ間の絆を
より強くすることを目的に開かれ、今年で９回目
を迎えました。木曽からは南木曽町と木祖村の

第９回姉妹ＪＡ少年スポーツ交流大会
選手、保護者、大会スタッフ総勢約320人が王滝村スポーツ公園で交流深める

交流会で子どもたちにバーベキューを振る舞う交流会で子どもたちにバーベキューを振る舞うゴールに向かって懸命にボールを追う選手たちゴールに向かって懸命にボールを追う選手たち

仲間と
enjoy!

　９月４日　Ａ・コープきそ店　９月４日　Ａ・コープきそ店
会議室で役員会を開催し、下期会議室で役員会を開催し、下期
の活動計画で予定しているＪＡの活動計画で予定しているＪＡ
祭や女性部交流会などについて祭や女性部交流会などについて
協議しました。その後、家の光協議しました。その後、家の光
の読書会、協同組合などをテーの読書会、協同組合などをテー
マにした学習会、商品研修と盛マにした学習会、商品研修と盛
沢山の内容で有意義な役員会と沢山の内容で有意義な役員会と
なりました。なりました。

　９月16日　スコップ三味線
グループ「ＫＩＳＯ小町」は、
木祖村村民センターで開催され
た「薮原地域敬老会」でアトラ
クションとして出演しました。
息の合ったバチさばきで演奏を
披露し、講師の征矢野隆夫さん
とともに会場を楽しく、賑やか
に盛り上げました。

女性部全体役員会スコップ三味線“KISO小町”

　９月６日　恒例となった遊休
農地を活用してのそば栽培に大
桑村農業委員会と取り組み、同
村殿下の農地で支部女性部員７
人が参加してそばの種蒔き作業
を行いました。11月頃に収穫
し、来年１月にそば打ちと試食
会を予定しています。

大桑支部
上期活動反省と下期活動計画協議上期活動反省と下期活動計画協議薮原地域敬老会で演奏薮原地域敬老会で演奏 農業委員会と合同でそば農業委員会と合同でそば蒔蒔きき農業委員会と合同でそば蒔き
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農業とくらし、地域とともに歩み続けるための３カ年計画
JA木曽 事業拠点再構築計画

　令和元年８月26日から９月18日にかけ各支所単位の会場で開催したと
ころ、322名の参加をいただきありがとうございました。
　多くのご意見をいただきましたが、質問の多かった内容についてＪＡと
しての考え方をまとめましたのでご覧下さい。

特 集 組合員・地域に「なくてはならないＪＡ」をめざして②

地区説明会の主なご意見とＪＡの考え方について

はじめに
　平成28年４月に改正農協法が施行され「農協改革」が義務付けられました。
　しかしＪＡグループは農業者組合員が組織する協同組合であり、政府が推し進める農協改革に対し、
ＪＡ自らが改革を起こす「自己改革」をすすめています。その自己改革を本年からの３カ年計画として
５月の総代会に承認いただきました。
　ＪＡ事業は信用事業や共済事業などを含めた総合事業全体のなかで事業運営をしているからこそ経営
基盤が安定し、営農指導員の配置や農業関連施設・協同利用施設及び組合員の農業振興への投資が可能
となります。
　事業拠点再構築計画もこの３カ年計画の項目の一つであり、組合員や地域の皆様とともに農業振興を
通じて地域社会に貢献し、協同組合運動を次代につなげていくために提案させていただくものです。
　このかつてない情勢とその対応策について十分にご理解いただき、ご協力をお願いいたします。

■ なぜ今、事業拠点の見直しが必要なのか？
　　～農業振興、地域貢献を継続しうるＪＡ組織改革へ～
☞ その背景と理由① …ＪＡを取り巻く環境変化 ＝ ３つの危機
　 　現在、ＪＡグループ・ＪＡ木曽は、かつて経験したことのない厳しい経営環境がせまり、３つの危
機に直面しています。この３つの危機を乗り越えるために本年５月の総代会で決議された３カ年計画
及び事業拠点再構築計画を実行し経営基盤の安定化と農業振興、地域貢献を継続しうる組織形態をめ
ざします。

３
つ
の
危
機

農業の危機 …………… 農業の担い手不足・高齢化・生産基盤の弱体化等
農業者人口の減少（正組合員のうち販売農家10.7％）

協同の危機 …………… 組合員構成の変化、多様化による帰属意識の低下等
今後10年で組合員数は17.5％減少

事業・経営の危機 …… ＪＡ経営収支の悪化、木曽での労働力不足等

農業・協同の危機を
乗り越えるためには
ＪＡ経営基盤が確立
されていなければな
らない！

現状から対策を講じない場合

本年度から赤字に転落（営農事業への投資困難）

木曽農業の衰退

ＪＡ営農事業の衰退

３つの危機を乗り越えるには「３カ年計画」「事業拠点再構築計画」の実行が不可欠です。
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■支所再編計画
　 　時代・環境変化の中で求められる専門性と効率性の強化、出向く体制の強化に向けて、次の再編基
準により支所の再編計画を策定いたします。

　 　ＪＡ木曽管内を北部（塩尻市木曽平沢・贄川・奈良井・木祖村）、中部（木曽町・王滝村・上松
町）、南部（大桑村・南木曽町）の３ブロックに分け、支所・金融店舗・購買店舗を令和４年までに
段階的に再編します。
　 　なお、金融店舗については、金融・共済業務を行う３支所と貯金・共済業務に特化した南木曽店を
配置します。
　　購買店舗については、ブロックごとに営農資材センターを配置し、営農相談及び生産資材業務を行
います。

　☞ 再編完了までのスケジュール
　　１．支所機能の再編成整備
　　　　① 令和２年下期  ……   木祖支所を北部 （仮称）支所、木曽福島支所を中部 （仮称）支所、大桑

支所を南部 （仮称）支所へ変更します。
　　　　② 令和３年下期  ……   楢川支所と北部 （仮称）支所の統合、日義支所・三岳支所・開田支所・

中部 （仮称）支所を統合します。
　　　　③ 令和４年度  ………   王滝支所・上松支所・中部 （仮称）支所の統合、南木曽支所と南部 （仮

称）支所を統合します。

　　２．購買部門の再編成整備
　　　　①  令和３年度までに営農相談及び生産資材取扱拠点として、北部営農資材センター （小木曽）、

中部営農資材センター （日義）、開田営農資材センター （開田高原西野）、南部営農資材セン
ター （南木曽）  に集約します。

　　　　② 王滝は生活店として継続します。

　　３．信用・共済部門の再編整備
　　　　① 令和２年度下期  ……  店舗名変更に伴う口座変更・通帳切替等を実施します。
　　　　② 令和３年度下期  ……  日義・中部支所 （仮称）の金融店舗統合を実施します。
　　　　③ 令和４年度  …………  王滝・上松・中部支所 （仮称）の金融店舗統合を実施します。

☞ その背景と理由② …ＪＡを取り巻く環境変化 ＝ 信用事業運営体制の整備と強化

　　ＪＡ木曽の今後の組織形態 ＝ 地域に根ざした協同組合 ⇒ 総合事業を継続　　

　 　全国のＪＡの信用事業は、上部団体である信連の代理店となるか、ＪＡ独自に総合事業として継続
するかどうかの判断を明確にすることを国から求められ、当ＪＡは総合事業を継続することを選択し
ました。

　　この総合事業を継続することを選択した条件として
　　● 安定した経営が継続できるＪＡであることを証明していくことが必要です。
　　●  また、会計監査人監査の導入に伴い監査に対応した全国統一事務ルールの順守による適正な財務

諸表の作成が求められております。
　　●  経済環境は、長期化している低金利と信連預け金利回り低下による信用事業収益の減少が見込ま

れており、それに耐えられる経営合理化や事業運営の見直しを行う必要が出てまいりました。

  語句解説  　【総合事業】
栽培技術や農業経営にかかる助言を行う営農指導事業、農産物の販売や農業資材の購買、
ファーマーズマーケットの運営などの経済事業、貯金などの信用事業、生命や建物、車など
の共済事業、高齢者福祉や健康管理、旅行などＪＡの幅広い事業全体のこと。ＡＴＭ、Ａ・
コープやガソリンスタンド、病院や介護事業の運営もそのひとつ。
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ブロック

北　部

中　部

南　部

■ 支所をつぎのように再編します

ＡＴＭの設置について
支所再編前の現状の設置を基本として
全支所にＡＴＭを配置します。
全ＡＴＭ通年営業いたします。

現　　　行 再　編　後

（仮称）南部支所

南木曽金融店

組合員課新設
金融・共済業務

貯金・共済業務

（現 大桑支所）

（現 南木曽支所）

（現 南木曽支所）

南部営農資材センター

（仮称）北部支所
組合員課新設
金融・共済業務

（現 木祖支所） （現 小木曽出張所）

北部営農資材センター

（仮称）中部支所 中部営農資材センター

王滝生活店

開田営農資材センター

組合員課新設
金融・共済業務
本  所  機  能

（現 木曽福島支所）

（現 資材センター）

（現 開田支所）

（現 王滝支所）

楢川支所

木祖支所

小木曽出張所

日義支所

開田支所

王滝支所

木曽福島支所

三岳支所

上松支所

大桑支所

南木曽支所

営農相談・生産資材業務

営農相談・生産資材業務

営農相談・生産資材業務
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Ｑ１  なぜ支所を集約再編しなければならないのか？

 　全国の総合ＪＡには、今年度から大きな波が迫ってきます。それは総合ＪＡであるＪＡ木曽
も同様です。この状況を傍観することなく、今後も組合員の皆様のご希望に応えることができ

る体制を維持するために、経営基盤たる事業拠点等の改革に今まさに取り組まなければなりません。
　さらに支所機能についても組合員、各組織の負託に応えられる対応をめざし、様々な相談機能の充実
をはからなければなりません。そのためには、高度で専門的な知識を持った職員の育成と適正な人員配
置が不可欠です。職員数も限られ、各施設の老朽化も進んでおります。今後、施設を現状のまま維持す
るためには、相当の投資が必要となります。
　以上のことからＪＡ全体で経営資源の選択と集中を実施し、支所機能を向上させ、健全経営につなげ
る抜本的対策を早期に行うことが最も重要な課題となっています。この集約再編によって信用事業や購
買事業のシステム機器等にかかるコスト削減が見込まれ、経営収支の安定につながります。
　支所の再編は金融共済店舗再編にあわせ、行政区域を超えた北部、中部、南部のブロックの３支所に
統合集約しますが、総代、運営委員会、各部会組織は今まで通りであり、各地区組織を担当する職員を
配置します。
　今まで以上に、各部会をはじめとするそれぞれの組織との連携を強化してまいります。

Ａ

Ｑ３  拠点集約により組合員が離れてしまうことがないか心配。

 　事業拠点再構築という改革により経営基盤が確立され、今までできなかった取り組みを
展開することでより身近なＪＡになります。また、農業の振興を通じて地域社会に貢献し

ます。
　そして、組合員や利用者の距離的・人的なご不便をおかけしないよう、次に掲げる対応策を講
じ、これまで以上のサービスに努めてまいります。

① 各営農資材センターが「農業」に対応する中心的窓口となります。
　•農業の相談は主として各営農資材センターが担当します。
　•営農技術員を営農資材センターに配置し農業に関する相談に対応します。
　•全職員の営農相談員資格取得や情報共有化により簡易な相談は支所対応できる体制を構築します。
　•加工・利用事業の事務局は各営農資材センター及び生活店が担当します。
　•各生産部会事務局は支所組合員課と連携して対応します。
（次ページに続く）

Ａ

Ｑ２  拠点集約することにより組合員サービスが低下するのでは？

 　支所が遠くなる方にはご不便をおかけすることになりますが、支所やセンターへお越し
いただく手段のない方は、まずはＪＡへご連絡下さい。職員が出向いてご相談に乗らせて

いただきます。
　ご自宅以外での相談をご希望の方は、現在の支所建物での面談も可能です。
　資材の注文書等の受付は最寄りの店舗でお預かりします。また受付ＢＯＸを配備する計画です。

Ａ

支所再編に関する ＡＱ＆
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（前ページつづき）（Ｑ３．拠点集約により組合員が離れてしまうことがないか心配。）
② 支所組合員課を窓口とした各地域とのつながりを強化します。
　•北部・中部・南部支所に「組合員課」を新設し地区担当者を配置します。
　•担当者は地区運営委員会、総代、部会組織の事務局を担います。
　• 各地域での定期的なイベントや相談会等の開催により地域住民の不安や願いを受け止めサポー
トする事業を展開します。

　•各地域での協同活動参画の機会を増やすことにより地域の活性化につなげます。

Ｑ５   拠点再編後の余力を農業振興や生産振興や投資につなげる施
策を実施してほしい。 　農を基軸としたＪＡとして、下記の新たな取り組みを始めております。ご意見のとおり
の施策を実施するためにも拠点再構築にご協力下さい。Ａ

◎ 生産性の向上による所得増大につながる支援策の充実

◎ 木曽農業の未来を担う農業者の維持・拡大

Ｑ４  支所長に相談していたことは誰に相談すればいいの？

 　支所統合後は「組合員課」地区担当者を明確にし、「どこに相談したらいいのか？」と
いう不安の受付窓口となります。Ａ

　　　　　  現　 　在  　　　　　

支
所
長

• 全体の統括者
• 各事業の役席者
• 労務管理
• 地区組織対応 
• 部会対応（営農担当と連携）
• 行政対応
• 組合員の悩み、相談対応

　　　　　　 こ れ か ら  　　　　　　

支
所
長

• 全体の統括者
• 各事業の役席者
• 労務管理

組
合
員
課　
　
　

  （
地
区
担
当
者
）

• 地区組織対応
• 部会対応（営農担当と連携）
• 行政対応
• 出資金対応
• イベント企画
• 組合員の悩み、相談対応

実施施策 取 り 組 み 内 容

農業支援事業
• 苗・種代の助成、導入牛確保支援、ハウス建設助成等支援計画
• ヒぺリカム・小菊等新品目花木栽培導入と技術支援
• ハクサイの販路拡大（セブンイレブンへの販売契約等）

家庭菜園・生きがい
農業から直売出荷へ

• 「木曽地域農業入門講座」によるインゲン・花卉生産栽培支援。
本年度10名受講

実施施策 取 り 組 み 内 容

農業労働力確保策 • 「ＪＡ長野県農業労働力支援センター」との連携による「農業求人サ
イト」立ち上げ令和２年度求人募集実施
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Ｑ６   その他のご意見（Qは組合員の皆様からのご意見・ご要望、AはＪＡの考え方・対応です。）
Q そもそも低金利も農協改革も国の政策が悪いからだ。ＪＡもしっかり政策に対する意見を主張
していくべきだ。
A ご意見のとおり、農政活動を通じて農業振興につながる体制を維持できる主張をしていきます。
Q 拠点再構築に合わせて、理事、総代、運営委員の定数を見直ししてほしい。
A 総代数は農協法第48条により正組合員総数に応じた定数（2,500人以上の場合はその５分の
１）が規定されており、不足する場合は総会の開催が求められ、運営上の手続きが煩雑になるた
め総代数を削減することは困難が生じます。
　　理事、監事は平成16年５月から事業・組合員・職員規模を考慮し削減してまいりました。令
和４年度は役員改選期にもなりますので地区組織の運営を考慮しながら、現行維持も視野に入れ
る中で構成を検討してまいります。
Q 購買事業の黒字化には営農技術員の技量が欠かせないため、技術員の資質向上と育成に力を入
れてほしい。
A 現在、営農技術員を新たに数名配置し育成を図っているところです。技術員同士の情報共有や
資格取得により専門的知識の向上に努めてまいります。
Q 拠点集約をしても職員のリストラは避けてほしい。
A 拠点再編における職員のリストラは考えておりません。
Q 金融店舗が遠くなると不便になるので、ＡＴＭは設置しておいてほしい。
A ＡＴＭは設置にかかる費用はもちろんですが運用にかかるコストがあります。システム維持費
のほかに手数料無料の他行ＡＴＭに対してはＪＡが手数料を負担している状況です。
　　しかし、市場性だけではなく、利用者への影響やＡＴＭを設置するに至った過去の経緯を総合
的に判定した結果、当面利用度を継続観測していくこととしました。これらを踏まえ現在未設置
である王滝には、令和４年の時点でＪＡ木曽管内の一番利用度の低いＡＴＭを王滝へ移設する候
補としたいと考えております。
　　ＡＴＭは入出金だけではなく、振込や一部公共料金の支払いも可能となっておりますので今後
はＡＴＭの操作説明会等も開催してまいります。
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。
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③
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①
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※一人ハガキ１枚に未発表作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
【投稿先】〒397-0001 木曽郡木曽町福島3807-1   「ＪＡ木曽本所総務管理部　ＪＡ歌壇　係」行
［編集の都合により、10月末日までの到着はがきにて選考いたします。《12月号掲載作品を募集中です》］
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走
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中
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。
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※一人ハガキ１枚に作品３句以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ郵送してください。

　　　　　　  【投句先】〒397-0002 木曽町新開2795-2   「古坂　房 先生」宛
　　　　　　  ［締切日は設定しません、いつでもご投句ください。≪毎月発表しています≫］
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～良質米の生産は秋の土づくりから～
　米の収穫シーズンも終わり近くになりました。収穫作業終了後は、作業機械の整備・点検を進め
るとともに、来年に向けて今年の稲作の反省検討を行いましょう。
　秋は良質米の安定生産に向けて、土づくりの時期でもあります。来年に向けた準備を行いましょう。
　また、土づくりに加えて周辺の環境整備も行いましょう。木曽管内で問題となっているカメムシ
（アカヒメヘリカメムシ）は周辺の畦畔や草地などで越冬すると考えられています。越冬したもの
が翌年の被害につながります。イネ科植物が周辺にある場合
は周辺環境の整備を行っておくと被害軽減につながります。

■秋起こしについて
　《秋起こしの効果》
　　①稲ワラの腐熟を促進させ、次年度の浮ワラを抑える。
　　②雑草の種子・塊茎を凍結させ死滅させる。
　　③肥料養分の流亡を抑える。
　　等の効果が期待できます。
　《ポイント》
　　①いもち病の発生したワラ・籾殻は翌年の伝染源！
　　　水田から出し腐らせるか焼却処分する。その後起こす。
　　② ３～４年に一度深耕する。深耕することによって根が深く張れる

ようになります。
　　③ クログワイやオモダカなどの塊茎がある雑草が多く発生した場合は

秋起こしを行い塊茎を傷つけ凍結させ死滅させると翌年の発生が抑
えられます。

　※ 但し、ヒエが多発していた場合は土にすき込むと越冬するため、秋起
こしはせず種子を凍結させ死滅させた方が翌年の発生抑制になりま
す。

　　秋の水田管理について　　秋の水田管理について

き り と り 線

16ページ「頭の体操 まちがいさがしに挑戦」解答用紙  10月号 №368 

答え（番号）　

 〒　　　  -　　　　　　　 ☎　　　　　　　　　　　 

 ご住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　男   ・   女  

＊応募の締切　10月31日㈭
＊ご応募は、お１人様１枚を有効とさせていた
だきます。用紙が足りない場合は各支所窓口
にご用意しておりますのでお尋ねください。
＊ご記入いただいた個人情報は、景品の発送以
外には使用いたしません。
＊ご意見ご要望や情報は、クイズの解答に関係
なくこの用紙のウラをご利用ください。
 年齢　　　　　　　才 

こちらの用紙を切り取っていただきＪＡ木曽本支所窓口およびＡ・コープきそ店備え付けの応募箱へお出しください。

おもて

オモダカ

クログワイ
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お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

おおおおおおおおお
天天天天天天天天天天
気気気気気気気気気気
カカカカカカカカカ
レレレレレレレレ
ンンンンンンンンン
ダダダダダダダダダ
ー

気
象
予
報
士
（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）

檜
山　

靖
洋

　

一
年
間
を
24
に
分
け
て
季
節
を
表

す
二
十
四
節
気
に
加
え
て
、
そ
の

二
十
四
節
気
を
さ
ら
に
三
つ
に
分
け

て
季
節
を
表
す
七
十
二
候
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。
10
月
８
日
は
二
十
四

節
気
の
寒
露
（
か
ん
ろ
）
で
す
。
寒

露
の
中
の
３
番
目
の
七
十
二
候
は

「
蟋
蟀
（
キ
リ
ギ
リ
ス
）
戸
に
在
り
」

で
、
10
月
19
日
で
す
。
昔
は
コ
オ
ロ

ギ
の
こ
と
を
キ
リ
ギ
リ
ス
と
呼
ん
だ

そ
う
で
、
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
秋
の
虫
た

ち
が
戸
口
で
鳴
き
始
め
る
頃
と
い
う

意
味
で
す
。

　

10
月
は
、
昼
間
は
ま
だ
ま
だ
暑
い

日
も
あ
り
ま
す
が
、
朝
晩
は
だ
い
ぶ

涼
し
く
な
り
ま
す
。
秋
の
虫
た
ち
の

声
を
聞
く
と
、
い
っ
そ
う
季
節
の
歩

み
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
次
の
二
十
四
節
気
は
霜
降
で
、

霜
が
降
時
期
も
近
づ
き
寒
い
冬
へ
向

か
う
入
り
口
と
も
い
え
ま
す
。

　

「
キ
リ
ギ
リ
ス
と
に
あ
り
」
と
聞

い
た
ら
、「
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
」

を
思
い
出
し
て
、
ア
リ
に
見
習
っ
て

冬
へ
の
備
え
で
も
始
め
ま
し
ょ
う
。

蟋
蟀
戸
に
在
り

手
軽
に
健
康

手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽
にににににににににににににににににににに
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康      

手
指
体
操

手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操
健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤　

喜
久
雄

「
指
先
た
た
き
体
操
」
で
脳
の
血
流
ア
ッ
プ
！

　

手
指
の
運
動
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
脳
の
血
流
は
ど
ん
ど
ん

ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。
脳
の
働
き
を

拡
充
す
る
ば
か
り
か
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

単
純
な
動
き
を
繰
り
返
す
だ
け
で
は

な
く
、
覚
え
た
動
き
に
変
化
を
つ
け
た

り
、
動
か
す
回
数
を
変
え
た
り
す
る
こ

と
で
、
脳
の
神
経
細
胞
の
減
少
を
防
ぐ

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ステップ１とステップ２を併せて行いましょう

　

今
回
の
指
先
た
た
き
体
操
は
、
左
右

の
指
と
指
を
た
た
く
だ
け
の
と
て
も
シ

ン
プ
ル
な
も
の
で
す
。
た
た
く
順
番
や

速
さ
、
回
数
を
変
え
て
行
う
と
、
脳
に

と
っ
て
は
違
う
運
動
を
覚
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
気
楽
に
実
践
で
き
ま
す
の

で
、
ス
テ
ッ
プ
１
だ
け
で
終
わ
ら
せ

ず
、
ぜ
ひ
ス
テ
ッ
プ
２
ま
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

ステップ１

⑴ 両手の指先を合わせて
構えます。

ステップ２
たたく回数や順番を自分で決めて繰り返したたきます。

⑵ 親指の指先をトントンと
10回たたきます。

⑶ 次に人さし指の指先を
10回たたきます。同様
に他の指先同士も10回
ずつたたいていきます。
⑴～⑶の動きを３セット
行います。

き り と り 線

１、ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望（どんなことでも、お聞かせください）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２、身近な出来事・話題など、情報をお寄せください（広報誌にて紹介させていただく場合がございます）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

う　ら 「頭の体操 まちがいさがしに挑戦」解答用紙

ポイント 動作はリズミカルに！
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令和元年８月中にいただいたおたよりから令和元年８月中にいただいたおたよりから

今年の夏も暑い日が続きました。お盆には孫や
親戚いっぱい来て大にぎわいでした。１日ごと
日が短くなり、秋の深まりを感じます。 
 （木祖：原さん　67才）

今年は梅雨明けからずうーっと暑く
大変です。家のキュウリはめずらし
く豊作です。 
 （大桑：岩本さん　59才）

梅雨が長かったので農作物の生育が心配
されましたが、キュウリもたくさんとれ
ます。漬け物にして毎日の食卓に。家族
みんなに喜ばれています。 
 （南木曽：小原さん　77才）

おたよりコーナー

■「なんでも相談会」の開催

＊自宅・施設等訪問の出張相談も随時承
ります。まずはご連絡ください。

■ ７周年記念イベントのお知らせ
　おかげ様でＪＡ葬祭木曽・ＪＡ虹の　おかげ様でＪＡ葬祭木曽・ＪＡ虹の
ホールきそは開業以来７年となります。ホールきそは開業以来７年となります。
例年同様11月下旬か12月上旬に記念イ例年同様11月下旬か12月上旬に記念イ
ベントを予定しています。詳細は次月号ベントを予定しています。詳細は次月号
にてお知らせ致します。にてお知らせ致します。

虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ

暑かった夏も盆が過ぎて急速に涼しくなって
きた。あとは稲刈りを待つのみである。東京
オリンピック開催まで１年を切った。早いも
のだ。 （木祖：安原さん　66才）

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

●
9
月
27
日
㈮　

開
催

【
協
議
事
項
】

①
８
月
末
期
中
決
算
状
況
に
つ
い
て

②
資
産
自
己
査
定
結
果
に
つ
い
て

③
事
業
拠
点
再
編
計
画
説
明
会
に
つ
い
て

④
金
融
手
数
料
の
見
直
し
に
つ
い
て 

ほ
か

【
報
告
事
項
】

①
業
務
一
般
経
過
報
告
に
つ
い
て

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

③
令
和
元
年
度
上
期
苦
情
内
容
及
び
対
応
状
況

に
つ
い
て

④
令
和
元
年
度
第
３
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
方

針
に
つ
い
て

⑤
令
和
元
年
度
「
農
協
改
革
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て 

ほ
か

　

年
金
の
専
門
家
が
分
か
り
や
す
く

相
談
に
応
じ
ま
す
。
ご
相
談
に
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書（
夫
婦
）、
年
金

定
期
便（
夫
婦
）、
雇
用
保
険
被
保
険

者
証
、
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

年
金
相
談
会

年
金
相
談
会
の
お
知
ら
せ

の
お
知
ら
せ

10
月
19
日
㈯　

木
曽
福
島
支
所

　

相
談
時
間
10
時
〜
15
時
30
分

 

（
Ｊ
Ａ
祭
開
催
日
）

11
月
７
日
㈭　

開
田
支
所

　

相
談
時
間
10
時
〜
15
時
00
分

11
月
20
日
㈬　

大
桑
支
所

　

相
談
時
間
10
時
〜
15
時
30
分

６月に小学校で御嶽海関との交流会があり、
私たち中学生も参加しました。最後のハイ
タッチの時、手の大きさ、厚さにビックリし
ました。 （大桑：勝野さん　14才）

私の小さな畑！素人ながらも色々作ってみ
た。機械もなく全て手作業ですが、今年は
昨年よりジャガイモが大きく、たくさん取
れて感動です。 （木祖：水本さん　71才）

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

月　日 場　所 時　間
10/16 ㈬ 三 岳 支 所 10時～12時

10/19 ㈯ ＪＡ
虹のホールきそ ９時～17時

10/20 ㈰

11/ 7  ㈭ 上 松 支 所 10時～12時

11/13 ㈬ ＪＡ虹のホールきそ ９時～17時



Slow風土2019

人形／高橋まゆみ
撮影／嶺村 裕（日本写真家協会会員）

育てるよろこび 実るしあわせ

JA木曽 ●詳しくはお近くのＪＡ窓口へお問い合わせください。

トシ・ヨロイヅカ
オーナーシェフ 鎧塚俊彦

ヴィラデストガーデンファーム 
アンド ワイナリー代表 玉村豊男

信州の食＆ジビエセット
「リンツァートルテ」プレゼント！

14

玉ねぎ栽培資材玉ねぎ栽培資材

玉ねぎ苗の玉ねぎ苗の
入荷が始まります！入荷が始まります！

グリグリーーンファンファーームだよりムだより
＊価格は税込みですが、増税前８％です。＊価格は税込みですが、増税前８％です。

ねぎ・玉ねぎの肥料ねぎ・玉ねぎの肥料

有機有機入り入り一発肥料一発肥料

シルキー ゴム太郎 荒目
270㎜270㎜

友好 友好 竹ぼうき 5段締竹ぼうき 5段締

各種米袋各種米袋

ニシガキ 太丸
N-153N-153

竹荒クマデ竹荒クマデ

黒有孔マルチ黒有孔マルチ
95×50m 4列穴95×50m 4列穴

10月の休み：毎週水曜日。31日㈭ … 棚卸し休業。
  営業時間：午前 8：30～午後 5：30　グリーンファームきそ　☎22-3061

高い場所での太い高い場所での太い
枝もラクラク切断枝もラクラク切断
しますします

708708円円
〈1.6kg〉〈1.6kg〉

4,5804,580円円 4,9804,980円円

1,3501,350円円

948948円円68～11268～112円円

598598円円

（玉ねぎ用ほか）（玉ねぎ用ほか）618618円円
〈1 kg〉〈1 kg〉

1,5401,540円円
〈10kg〉〈10kg〉

1,1801,180円円
〈2.5kg〉〈2.5kg〉

太太太太太郎 荒目 ガガ 丸丸太丸丸太キ 太太キキキガガキ 太丸

オータム特集

10/19 ㈯・20 ㈰  ＪＡ祭開催
詳しくは直前の折込みチラシをご覧ください。

キャンペーン期間中、下記のご契約をいただいたキャンペーン期間中、下記のご契約をいただいた
方に、「①よりぞうコースター　②よりぞうミニ方に、「①よりぞうコースター　②よりぞうミニ
トートバッグ　③よりぞうブランケット」の、いトートバッグ　③よりぞうブランケット」の、い
ずれか１個（※）をプレゼントいたします。ずれか１個（※）をプレゼントいたします。
● ●  定期貯金 （期間１年以上、預入額10万円以上） 定期貯金 （期間１年以上、預入額10万円以上）
の新規ご契約の新規ご契約

● ●  定期積金（期間１年以上、契約額６万円以上） 定期積金（期間１年以上、契約額６万円以上）
の新規ご契約および増額継続のご契約の新規ご契約および増額継続のご契約

● ●  新規年金・給与振込、ＪＡカード、ＪＡネッ 新規年金・給与振込、ＪＡカード、ＪＡネッ
トバンク、各種ローンの新規ご契約トバンク、各種ローンの新規ご契約

  キャンペーン期間    1212月月3030日 まで日 まで

※ 景品はなくなりしだい終了
とさせていただきますので
ご了承ください。

生木（剪定・枝打）用生木（剪定・枝打）用

ＪＡ木曽秋冬キャンペーンＪＡ木曽秋冬キャンペーン
20192019

©よりぞう
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お申し込み・お問い合わせは
ＪＡ木曽生活センター　0264-23-2112

　かぶの白い部分にはデンプン分解酵素のア
ミラーゼと食物繊維、消化酵素が多く、便秘
や下痢、胸やけの解消などに効果がありま
す。葉の部分は緑黄色野菜でβーカロテン
やビタミンC、カルシウムが豊富に含まれま
す。白い部分と葉の部分を一緒に摂るように
心がけましょう。

一口メモ

豚肉とかぶのにんにく炒め
① 豚肉は３cm程度に切り、Ⓐをもみ込み30分程度おきます。
② かぶは皮付のまま６～８等分のくし形に切ります。葉は3cm
程度に切ります。

③ にんにくはすりおろし、Ⓑと混ぜ合わせます。
④ フライパンに半量のサラダ油を熱し、②のかぶを焼きます。
⑤ かぶの表面に焼き色がついたら皿に取り出します。
⑥ フライパンに残りのサラダ油を熱し、①を炒めます。
⑦ 豚肉の色が変わったら⑤と③を加え炒め合わせます。
⑧ 全体に味が馴染んだらこしょうで味を調えます。

作り方

材料
（２人前）

　　信州産豚ロースうす切り肉 … 200ｇ
　┌ 酒 ………………… 大さじ１ 　　にんにく … １片
Ⓐ│ しょうゆ ………… 小さじ１ 　┌ 酒 ………… 大さじ１
　└ 片栗粉 …………… 大さじ１ Ⓑ│ みりん …… 大さじ１
　　かぶ ……………… ２個 　└ 塩 ………… 小さじ1/2程度
　　サラダ油 ………… 大さじ１ 　　こしょう … 少々

【お問い合わせ・注文】【お問い合わせ・注文】
ＪＡ木曽 生活センター　☎23-2112ＪＡ木曽 生活センター　☎23-2112

JAお役立ち生活情報
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農業と
くら 地域ととくらし、地域とともに歩み る続ける

環境に優しい再生紙とベジタブルインキを使用しています。

〈ホームページ〉
http://www.ja-kiso.iijan.or.jp
2019.10月１日発行（印刷）木曽オールプリント㈱

□発　行：木曽農業協同組合
　　長野県木曽郡木曽町福島3807-1 〒397-0001☎（0264）22-2128
□発行人：代表理事組合長　田屋 万芳

挑
戦
挑
戦
！！

ま
ち
が
い
さ
が
し
に

頭
の
体
操

　今回は９月７日に開催した「姉妹ＪＡ少年スポーツ
交流大会」からの問題です。上と下の写真を比べると、
３ヵ所の間違いがあります。挑戦してください。

　クイズの解答を募集します。
　解答用紙はＪＡ木曽本支所窓口または本誌11ページ
下段の用紙を切り取ってご利用ください。答えとＪＡや
広報誌への意見・要望を記入し、ご応募ください。
※ただし、お一人様一通の応募としてください。
　正解者の中から抽選で10名の方に
「ジョージア　
 エメラルマウンテンブレンド  至福の微糖」をプレゼント。
（一部発表は発送をもって代えさせていただきます。）
◎応募の締切　10月31日㈭
※印刷によるキズや汚れは関係ありません

※出題エリア№は、
　左図の通りです。
　番号を確認のうえ、
　ご記入ください。

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

①① ②② ③③
④④ ⑤⑤ ⑥⑥
⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

９
月
号
の
答
え

①
・
②
・
⑧
で
し
た
。

（
間
違
い
探
し
の
答
え
は

こ
こ
）

おめでとうございます
８月号当選者は
浦沢きくみさん
根井さよ子さん
桑原美津子さん
木下　泰地さん
曲渕　芳子さん

ほか５名

しししししし にににににににににに歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

ＪＡ祭
農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業と
ＪＡ木曽ＪＡ木曽

※詳細は開催日直前の新聞折り込みチラシでご案内します。

農産物・食品・生活用品・生産資材の感謝セール、
投げ餅・餅つき大会、まぐろ解体即売セール、
農産物品評会など各種イベント。

主な催し主な催し

日頃の感謝を込めてつきたて餅のふるまい、餅投げ
、日頃の感謝を込めてつきたて餅のふるまい、餅投げ
、

お得な農産物即売会などたくさんの催事をご用意
お得な農産物即売会などたくさんの催事をご用意

開催日 ： 10 月 19 日 開催日 ： 10 月 19 日 ㈯ ㈯ ～ 20 日 ～ 20 日 ㈰㈰
場　所 ：場　所 ： Ａ ・ コープきそ店Ａ ・ コープきそ店 及び  及び グリーンファームきそ周辺グリーンファームきそ周辺


